
　クルマの操縦性・安定性・しなやかさ・乗り心

地をさらなる高次元で両立させることを目標に、

80年代から搭載車種が増え始めた「エアサスペ

ンション」は、90年代初頭には「高級車の象徴」

と呼ばれるまでの存在となり、カーメーカー各社

がさらなる熟成にしのぎを削っていました。

　現在は、90年代に生産されたエアサス

ペンション搭載車が、経年劣化や走行

距離の増加を要因に故障するケースが

見受けられるようになり、現場ではメ

ンテナンスに関して各カーメーカーご

とに異なる対応が求められているのが

　エアサスペンションのメンテ

ナンスは、基本的に車両に搭載

されたコントロールユニットを

活用して動作点検、故障コードの読み取りを行

い、その結果に基づいてシステム各部を点検・

整備します。

　ただし、車種によっては点検や整備を行う前

にいくつかの約束事に注意しなければならない

場合があります。たとえば、ジャッキおよびリ

フトアップする前にエアサスペンションの制御

を一時中止する作業を行わなければならない車

種があったり、大半の車種がメンテナンス終了

時に故障コードを消去しなければなりません。

　最近のエアサスペンション搭載車の大半は

カーメーカー独自の自己診断装置（日産のコン

サルト、トヨタのＳ2000など）を用いることで、

こうした作業を手軽に行えるようになりました

が、90年代前半頃に生産された車両は、手作業

で行うケースも少なくありません。

　これらを把握していないと作業能率が低下し

たり、お客様へクルマを納めた後にトラブルが

生じてしまう可能性がありますので、本項で記

載した事項によく注意して作業を行って下さい。

現状です。

　今回は、エアサスペンションを搭載する代表的

な車種を選んで、それぞれのメンテナンスにおけ

る注意事項をまとめてみましたので、参考にして

下さい。



○正常の場合　・イグニッションスイッチOFF

状態でコネクタを分離する。

　　　　　　　・故障コードが出ていなくても、

不具合の場合は不具合現象に基

づく点検を実施する。

○異常の場合　・故障コードを読み取り、故障箇

所を点検する。

■故障の検出

　故障検出箇所について異常を検知すると、コン

ビネーションメーター内のインジケーターランプ

を６Hzで点滅し警告する。この時、同時に異常

が検出された箇所に対応する故障コードを記憶す

る。

　なお、警告点滅中は全てのソレノイドバルブお

よびリレーへの出力がOFFとなる。

■スバル レガシィBGA ■故障コードの表示方法

　ダイアグノーシスコードのコネクタを接続し

て、イグニッションスイッチON 状態でインジ

ケーターランプの点滅で故障コードを読み取る。

　整備性向上のため、故障箇所をコード化して記

憶しておき、イグニッションスイッチと車高切換

スイッチの操作によりインジケーターランプ（Hi

マーク）の点滅で故障コードを表示する。

■自己診断開始要領

①イグニッションスイッチOFF状態でアース端

子をダイアグノーシスコネクターの一番左側

に接続する。

②イグニッションスイッチON状態で車高切換ス

イッチ内インジケーターランプ（Hiマーク）の

点滅で確認する。

■スバル レガシィBHC



■サスペンションコントロールの

　ON、OFFスイッチ

　このスイッチをON、OFFすることにより、車

両のジャッキアップ時や積車搭載時および悪路駐

車時などに車高コントロールを禁止できる（アイ

ドリング時の制御を中止する）。

注意　エンジンをかけたまま車両をジャッキアッ

プする時は、必ずこのスイッチをOFFにし

てから作業する。

■トラブルシューティング ■ダイアグノーシスコードの読み出し

①イグニッションスイッチをOFFにする。

②TDCL（室内）Tc-E1端子を短絡する。

③イグニッションスイッチをONにする。

④ダイアグノーシスコード（NORM、インジ

ケーターの点滅回数）を読み取る。

注意　・同一のダイアグノーシスコードを繰り

返す場合は、4.5秒の間隔をおいて出力

する。複数のダイアグノーシスコード

を出力する場合、コードとコードの間

隔が2.5秒になる。

　　　・異常箇所が２項目以上ある場合は、

コードの小さい方から順に出力する。

■ダイアグノーシスコードの記憶消去

◎ECU-Bヒューズを10秒以上外すか、下記の

　要領で消去する。

①イグニッションスイッチをOFFにする。

②ダイアグノーシスコネクター（エンジンルー

　ム内）Ts-E1端子を短絡する。

③車高調整用コネクター８―９端子を短絡する。

④イグニッションスイッチを10秒以上ONにする。

⑤イグニッションスイッチをOFFにする。

※車高調整用コネク
ターはリヤラッゲー
ジ右側にある。１端
子と８端子は絶対に
短絡させないこと。



■作業上の注意点

①ハーネスのコネクター部は雨水や洗車時のス

チームなどが侵入しないようにする。

②エアホースおよびチューブは規定トルクで確実

に締付ける。

③車両をジャッキアップまたはリフトアップする

時は、エンジン作動状態でエアサスペンショ

ンスイッチの『NORMAL』『SPORTY』『HIGH』

を同時に２秒以上押してからエンジンを停止

させ、その後行うか、バッテリーのマイナス端

子を外す。

④エアホースおよびチューブを分離し空気圧が低

下すると車高が下がるため、作業前にリジッ

トラックまたはジャッキなどで車体を固定し

た後に行う。

■トラブルシューティング

■自己診断開始要領

①ドアを全て閉める。

②キースイッチをOFFにする。

③エンジンを始動する。

④エンジン始動直後から10秒以内でエアサスペ

ンションスイッチの『SPORTY』をゆっくり

５回押す。

　左記の作業後、過去にフェイルセーフに入っ

た場合は、車高およびエアサスペンションイン

ジケーターの全てが点滅し、フェイルセーフ項

目の表示を開始する。またフェイルセーフに入

らなかった場合には、車高およびエアサスペン

ションインジケーターの全てが点灯する。

　なお、左記の操作で点灯および点滅しない時

は、再度②からの操作を繰り返す。


